





























































































































































































































1873年（明治6年） 福沢諭吉訳『帳合之法（初編二冊）』 福井太七郎『新撰記簿早学』 竹田等訳『簿記学原論』
加藤斌訳『商家必要』 高松久次郎『馬耳蘇氏記簿法試験問題』 大蔵省銀行局『銀行簿記例題解式』
大蔵省『銀行簿記精法』 佐藤永孝『簿記法大意問答』 熊野秀之輔『（小学）簿記学教授書』
1874年（明治7年） 福沢諭吉訳『帳合之法（二編二冊）』 山科元秀『単式記簿階梯』 樋口藤次郎『官省簿記独学（上巻）』
1875年（明治8年） 小林儀秀訳『馬耳蘇氏記簿法』 松井惟利『官用簿記例題』 1885年（明治18年） 吉村一郎『簿記独案内』
1876年（明治9年） 小林儀秀訳『馬耳蘇氏複式記簿法』 土肥謙吉『簿記法独案内』 神戸商業講習所『新編銀行簿記例題』
1877年（明治10年） 栗原立一『記簿法独学』 1880年（明治13年） 大蔵省印刷局『当用日記簿』 戸田十畝『試験例題簿記講習全書』
加藤斌『商家必要記簿教則』 奥村常矩輯録『簿記必携全』 阪井正方『簿記単記法階梯』












1879年（明治12年） 鍋島直『国立銀行簿記一斑』 鈴木五郎『簿記学提要』 田村美枝編輯『簿記之部』
大蔵省銀行課『銀行簿記例題』 1883年（明治16年） 熊野秀之輔『小学簿記学教授書』 堤永類編述『簿記学教程』
高木貞作ほか『銀行簿記教授法』 神戸商業講習所『新編簿記例題』 綱取善成『新式簿記法軌範』
山田十畝『銀行簿記用法』 土肥謙吉『増補改正簿記法独案内』 富樫義一『簿記法手引草甲之部』







学校名称 学校名称 学校名称 学校名称 学校名称 学校名称
青藍館 簿記夜学校 東京簿記学校 簿記専修日本橋分校 三田簿記学講習所 東京簿記専門学校
有則学舎 潔進舎 東京簿記全修学校 簿記学専修館 日本簿記館 簿記学講習所
三菱商業学校 英学所 開知学校 頓成舎 東京有為学館 専修学校
勧商書院 記簿法学舎 簿記専門学校 精理舎 簿記専門学校 東京学館
鳩功学社 盛国学舎 東京秀明学校 簿記専門学舎 簿記専門学館 明治商業専門学校
商法簿記夜学校 高陽学舎 東京専修簿記学校 開雲学校 東京簿記学校 共立常磐夜学校
進善舎 簿記夜学舎 精修学館番町分校 簿記専修夜学校 東京簿記専修芝分校 高等商業学校
愛知学舎 開広舎 豊国学校分校 盛門学校 博愛学舎 東京商業学校
商業夜学校 賑世学舎 簿記夜学校 東京簿記講習所 簿記学専修館 開盛商業学校
米商会所附属学校 塵劫記舎 東京簿記神田学校 簿記速成学舎 簿記専修学校 東京理財学校
簿記学舎 開雲舎 精計学舎 豊国学校 台陽学舎 商業素修学校




































下Marshと称す）の二書A Course of Practice in Single-Entry Book-keeping（1871）およ








































































































①　Bryant and Stratton’s Common School Book-keeping,	New	York,	1861（以降，Book-keeping
初級と称す）
②　Bryant and Stratton’s National Book-keeping,	New	York,	1860（以降，Book-keeping中級
と称す）






























































































































































































































































明治 6年 福澤諭吉『帳合之法　初編1,2』 明治14年 愛知信元『簿記教授本　上下』
明治 8年 小林儀秀訳『馬耳蘇式記簿法　1,2』文部省 明治17年 熊野秀之輔『小学簿記学教授書』
明治 9年 小林儀秀訳『馬耳蘇式複式簿記　上中下』文部省 明治20年 熊野秀之輔『小学簿記学　巻上下』
明治11年 小林儀秀訳『馬耳蘇式複式簿記　上中下』文部省 明治20年 森下岩楠・森島修太郎『民間簿記学　巻上下』
明治11年 中島佑吉『単記簿記教授法　巻下』 明治20年 佐久間文太郎『高等小学簿記法』
明治11年 森下岩楠・森島修太郎『三菱商業学校簿記学階梯　上下』 明治20年 有沢菊太郎『製造所簿記教科書』
明治12年 小林儀秀訳『馬耳蘇式複式簿記　上中下』文部省 明治20年 堀内正善『普通簿記学　2,3』
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